
 

 

独立行政法人国際協力機構 
関西センター 

2024年 2 月 14 日 

 

JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 2023 

和歌山の受賞者へ賞状を授与 
   

JICA は毎年、JICA 国際協力中学生・高校生エッセイコンテストを実施しており、

2023 年度は「地球に生きる私たち －未来へつなげるために－」をテーマに作品

を募集しました。この度、全国からの応募総数 37,592 作品（中学生の部：17,439

作品、高校生の部：20,153 作品）の中から「国内機関長賞(JICA 関西所長賞)」に

選ばれた生徒の学校を JICA 関西が訪問し、賞状を授与します。訪問時には、世

界に関心を寄せる受賞生徒と国際協力経験豊かな JICA 関西職員が、国際協力

や SDGs等について懇談予定です。 

世界とのつながりが益々深まる現在、生徒たちが何を学び、未来に向けてど

のような行動をしようとしているのか、ぜひ取材ください！ 

 

【日程】 2月 20日(火)16:00～ （30分程度） 

学校名 賞 学年 受賞作品名 学校所在地 

和歌山県立古佐田丘

中学校 

国内機関長賞 1 誰かの今日を変えたい 橋本市古佐田

4丁目 10-1 佳作 2 未来のためにできること 

 

 

 

取材希望の場合は下記連絡先まで事前にご連絡ください。 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA関西 市民参加協力課 後藤田 蕗子 

TEL：078-261-0384 E-mail：Gotouda.Fukiko.2@jica.go.jp 

  



 

＜参 考＞ 

【受賞作品概要】 

●国内機関長賞  古佐田丘中学校 1年 

タイトル：誰かの今日を変えたい  

私は食料や靴支援、産業づくりのプロジェクトに参加し、支援先から送られる笑顔の写真や動

画は、私を幸せにしてくれた。また、募金や地域清掃等、思いつく限りの SDGs の活動を行い、

自由研究で校外に発表し、多くの人に知ってもらえた。知る事が行動のきっかけとなり誰かを救

う力になると私は信じている。 

 

●佳作 古佐田丘中学校 2年 

タイトル：未来のためにできること 

コンポストが地球温暖化を防ぐことにつながるのだという母の言葉から、ごみの分別等、自分

にできる事から取組む事が大切だと思った。誰もが地球について考えていくべきで、皆で守って

いかなければならない。地球の豊かな環境を未来へつないでいきたいと思った。 

 

 

【関西の応募（審査作品）総数】 

都道府県 中学 高校 全体 

滋賀県 801  346 1,251 

京都府 836 909 1,692 

大阪府 1,334 1,052 3,144 

兵庫県 485 473 1,173 

奈良県 489 6 819 

和歌山県 343 35 35 

計 4,288 2,821 8,114 

 

【エッセイコンテストの概要】 

次世代を担う中学生・高校生に対して、エッセイを書くという行為を通じて、国際協力について

考えてもらうきっかけを提供し、開発課題や国際協力への興味・関心を高めてもらうことを目的

に実施。1962年度に「海外移住懸賞作文」として開始され、2023年度は高校生の部が62回目、

中学生の部は 28回目を数える事業。 

最終審査員長は中学生の部に尾木直樹氏（教育評論家・法政大学名誉教授）、高校生の部

に星野知子氏（女優・エッセイスト）を迎える。 

国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト HP （右QRコード参照） 

 

https://www.jica.go.jp/hiroba/program/apply/essay/index.html

